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本の紹介

行事予定

　
８
月
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
の
楽
し
い
夏
休
み
も
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
制
限
も

な
く
、
よ
う
や
く
本
来
の
夏
休
み
と

な
る
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
夏
休
み
に
は
、
水
辺
で
遊
ん

だ
り
、
キ
ャ
ン
プ
を
し
た
り
、
旅
行

に
行
っ
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
の
機
会
が
増
え
ま
す
が
、
そ
の
中

で
も「
お
盆
行
事
」は
と
り
わ
け
大
事

な
機
会
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
の
地
元
集
落
で
は
、
お
精し

ょ
う
ら
い霊
と

い
う
お
盆
行
事
が
あ
り
、
子
ど
も
の

こ
ろ
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。
し
ょ

う
ら
い
山
と
呼
ば
れ
る
集
落
の
山

に
、
大
き
な
松た

い
ま
つ明
を
作
り
ま
す
。
13

日
の
夜
に
迎
え
火
と
し
て
そ
の
大
松

明
に
火
を
灯
し
、
そ
の
火
を
そ
れ
ぞ

れ
の
松
明
に
移
し
、
山
か
ら
下
り
、

集
落
各
戸
の
お
仏
壇
の
灯
明
と
な
り

ま
す
。
15
日
未
明
に
は
送
り
火
と
し

て
、
こ
れ
と
逆
の
こ
と
を
行
い
ま
す
。

　
夏
の
夜
空
に
燃
え
上
が
る
松
明
の

灯
に
は
先
祖
の
魂
が
宿
っ
て
お
り
、

暗
闇
の
中
で
の
灯
り
と
、
独
特
な
鐘

と
太
鼓
の
リ
ズ
ム
は
と
て
も
神
秘
的

な
も
の
で
す
。
私
は
子
ど
も
に
、
こ

の
神
秘
的
な
行
事
に
よ
っ
て
、「
ご

先
祖
様
が
帰
っ
て
き
て
い
る
」と
い

う
こ
と
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
自
身
の
存
在
が
、

自
身
だ
け
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
連れ

ん
め
ん綿
と
つ
な
が
っ
て
き
た

先
祖
・
家
族
の
お
か
げ
で
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。

　
こ
の
体
験
は
、
す
べ
て
は
縁
で
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
直
感
的
に
理

解
す
る
手
助
け
と
な
り
ま
す
。
先
祖

を
敬
う
こ
と
は
、
自
分
自
身
を
敬
う

こ
と
と
同
義
で
す
。
先
祖
供
養
を
す

る
こ
と
は
厳
し
い
人
生
を
生
き
て
い

く
た
め
の
道み

ち
し
る
べ標
に
な
り
ま
す
。
い
よ

い
よ
今
年
も
お
盆
が
や
っ
て
き
ま

す
。
私
も
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
こ

の
大
切
な
お
盆
行
事
を
迎
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

～町長コラム～

日野町長　堀江 和博

私のお盆行事

歴
史
は
未
来
の
羅
針
盤

温
故
知
新

大
字
杉

　
佐
久
良
川
上
流
域
に
位
置
す
る
大
字
杉
は
、

北
側
は
東
近
江
市
と
の
境
で
あ
る
八
日
市
丘

陵
が
続
き
、
南
に
は
佐
久
良
川
が
流
れ
る
大

字
川
原
、
西
は
大
字
杣
に
接
す
る
地
域
で
す
。

　
中
世
に
は
大
字
杣
と
と
も
に
、
杉
杣
郷
の

一
部
と
し
て
推
移
し
、
応お

う

永え
い

28（
1
4
2
1
）

年
の
藤ふ

じ

切き
り

神
社（
東
近
江
市
）所
蔵
の
奉ほ

う

加が

記き

録ろ
く

に「
椙（
杉
）杣
」の
字
が
見
ら
れ
ま
す（『
東

櫻
谷
志
』）。

　
桜
谷
の
東
に
そ
び
え
る
竜
王
山
は
、
水
の

神
で
あ
る
竜
神
が
祀ま

つ

ら
れ
て
お
り
、
雨あ

ま

乞ご
い

の

山
と
し
て
古
来
、
信
仰
を
集
め
て
き
ま
し
た
。

　
谷
筋
に
開
か
れ
た
桜
谷
の
村
々
は
、
生
活

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
水
を
竜
王
山
よ

り
流
れ
出
る
佐
久
良
川
よ
り
得
て
お
り
、
川

沿
い
の
各
村
は
密
接
な
関
係
を
築
い
て
い
ま

し
た
。
寛か

ん

文ぶ
ん

８（
1
6
6
8
）年
の
古
文
書
に
、

杉
・
杣
・
川
原
の
３
村
に
よ
る
雨
乞
の
記
録

が
残
っ
て
お
り
、
生
活
の
基
盤
を
と
も
に
す

る
村
同
士
の
つ
な
が
り
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

大
字
杉
の
年
中
行
事

　
多
様
な
民
俗
行
事
が
展
開
さ
れ
て
い
る
日

野
町
で
す
が
、
大
字
杉
に
お
い
て
も
特
徴
的

な
年
中
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
杉
の
日
吉
神
社
で
は
１
月
に「
山
の
神
祭

り
」が
行
わ
れ
ま
す
。「
山や

ま
の
く
ち
ま
つ
り

口
祭
」と
も
称
さ

れ
、
年
初
の
山
入
り
や
、
豊
作
を
祈
願
す
る

予よ

祝し
ゅ
く

儀ぎ

礼れ
い

を
中
心
と
し
た
初
春
の
民
俗
行
事

で
す
。

　
ま
た「
烏か

ら
す
か
ん
じ
ょ
う

勧
請
」と
呼
ば
れ
る
神
事
も
併
せ

て
執と

り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
烏
勧
請
は

烏
が
供
え
物
を
食
べ
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て

収
穫
の
豊
凶
を
占
う
も
の
で
、
町
内
有
数
の

特
徴
的
な
神
事
で
す
。（『
近
江
日
野
の
歴
史

第
六
巻
民
俗
編
』）。

　
他
に
も
、「
シ
ョ
ウ
ラ
イ
立
て
」や「
地
蔵

盆
」な
ど
、
人
々
の
生
活
に
根
差
し
た
年
中

行
事
が
色
濃
く
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

大お
お

屋や

神
社
の「
茅ち

草ぐ
さ

祭ま
つ
り

」

　
杉
・
杣
・
川
原
の
氏
神
で
あ
る
大
屋
神
社

で
は
、
３
大
字
の
合
同
で
７
月
31
日
に「
茅

草
祭
」が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
祭
礼
の
前
日
よ
り
、
神
社
拝
殿
に
お
い
て

「
茅ち

の
輪
」が
作
ら
れ
ま
す
。
こ
の
茅
の
輪
は
、

直
径
が
２・
５
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
も
あ
り
、
芯

と
な
る
竹
に
菅す

げ

を
巻
き
、
さ
ら
に
そ
の
上
か

ら
茅
草
を
巻
い
て
作
ら
れ
ま
す
。
ま
た
併
せ

て
、
茅
草
を
束
ね
た
団う

ち
わ扇
形
の「
草
形
人
形
」

（「
天
狗
の
う
ち
わ
」）が
準
備
さ
れ
ま
す
。

　
祭
礼
当
日
、
本
殿
前
で
の
神
事
が
終
了
す

る
と
、
用
意
し
た
茅
の
輪
を
用
い
た
神
事
が

執
り
行
わ
れ
ま
す
。
代
表
の
７
名
が
、
本
殿

横
に
置
か
れ
た
茅
の
輪
を
取
り
囲
む
よ
う
に

並
び
、
宮
司
の
合
図
に
な
ら
っ
て
内
側
へ
と

入
り
、
草
形
人
形
を
片
手
に「
三
座
め
で
た

や
」と
唱
え
な
が
ら
茅
の
輪
を
高
く
持
ち
上

げ
、
く
ぐ
る
よ
う
に
外
へ
と
出
ま
す
。
こ
の

一
連
の
所
作
を
３
回
繰
り
返
し
、
神
事
が
終

了
と
な
り
ま
す
。

　
す
べ
て
の
神
事
の
後
、
こ
の
大
屋
神
社
に

お
い
て
も
、
茅
の
輪
を
鳥
居
下
へ
と
運
び
、

鳥
居
に
渡
さ
れ
た
竹
へ
と
く
く
り
付
け
、
茅

の
輪
を
立
て
ま
す
。
こ
の
輪
を
く
ぐ
る
と
、

風
邪
を
ひ
か
な
い
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
杉
に
鎮
座
す
る
大
屋
神
社
で
、
杉
・
杣
・

川
原
の
３
大
字
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
る
こ

の
茅
草
祭
は
、
地
域
の
強
い
つ
な
が
り
と
、

人
々
の
無
病
息
災
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
大

切
な
神
事
で
す
。

日
野
歴
史
探
訪

　
私
た
ち
の
住
む
日
野
町
に
は
、
52
の
大
字
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
が
豊
か
な
自
然
と
歴
史
文
化
で
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
温
故
知
新
で
は
、
町
内
各
大
字
の
歴
史
と
代
表
的
な
文
化
財
を
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ
と
館「
旧
山
中
正
吉
邸
」　
☎
0
7
4
8-

5
2-

０
０
０
８

（
大
屋
神
社
の
茅
草
祭
）

（
東
桜
谷
よ
り
望
む
竜
王
山
）

『古典モノ語り』　山本淳子／著　笠間書院
　古典文学を読んでいると、なじみ
が薄かったり、今とは意味が違った
りする「物」が時々出てきます。争い
の舞台になりやすい牛車、言えない
言葉を託した扇など、意味がわかる
とより面白くなる「物」について教え
てくれる１冊です。

■…休館日　　　○…えいが会　　　◇…託児サービス
■…おはなし会　■…おひざでだっこのおはなし会

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日
９月

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日
８月

※行事・サービスは中止する場合があります。
「おはなし会」８月５日（土）、12日（土）、26日（土）10：30～（15分程度）
「おひざでだっこのおはなし会」８月19日（土）11:15～（20分程度）
３歳くらいまでの親子を対象に絵本や手遊び、わらべうたなどをしています。

「えいが会」８月20日（日）14：00～『スパイの妻』2020年／日本（115分）

○子どもえいが会
『映画 すみっコぐらし　青い月夜のまほうのコ』
日時：８月20日（日） 10:30～ （64分）
場所：視聴覚室
○講演会「ネット情報におぼれない学び方
～こんな時代に、なぜ図書館？なぜ読書？？？～」

世の中を飛びかう膨大な情報をどう受け止め学ぶか、ま
た、それにどう読書や図書館を活用するかなどについて、
お話しいただきます。
日時：８月26日（土） 14:00～15:30
場所：視聴覚室
講師： 梅澤貴典さん（司書・大学講師）

著書『ネット情報におぼれない学び方』
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近
江
市
と
の
境
で
あ
る
八
日
市
丘

陵
が
続
き
、
南
に
は
佐
久
良
川
が
流
れ
る
大

字
川
原
、
西
は
大
字
杣
に
接
す
る
地
域
で
す
。

　
中
世
に
は
大
字
杣
と
と
も
に
、
杉
杣
郷
の

一
部
と
し
て
推
移
し
、
応お

う

永え
い

28（
1
4
2
1
）

年
の
藤ふ

じ

切き
り

神
社（
東
近
江
市
）所
蔵
の
奉ほ

う

加が

記き

録ろ
く

に「
椙（
杉
）杣
」の
字
が
見
ら
れ
ま
す（『
東

櫻
谷
志
』）。

　
桜
谷
の
東
に
そ
び
え
る
竜
王
山
は
、
水
の

神
で
あ
る
竜
神
が
祀ま

つ

ら
れ
て
お
り
、
雨あ

ま

乞ご
い

の

山
と
し
て
古
来
、
信
仰
を
集
め
て
き
ま
し
た
。

　
谷
筋
に
開
か
れ
た
桜
谷
の
村
々
は
、
生
活

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
水
を
竜
王
山
よ

り
流
れ
出
る
佐
久
良
川
よ
り
得
て
お
り
、
川

沿
い
の
各
村
は
密
接
な
関
係
を
築
い
て
い
ま

し
た
。
寛か

ん

文ぶ
ん

８（
1
6
6
8
）年
の
古
文
書
に
、

杉
・
杣
・
川
原
の
３
村
に
よ
る
雨
乞
の
記
録

が
残
っ
て
お
り
、
生
活
の
基
盤
を
と
も
に
す

る
村
同
士
の
つ
な
が
り
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

大
字
杉
の
年
中
行
事

　
多
様
な
民
俗
行
事
が
展
開
さ
れ
て
い
る
日

野
町
で
す
が
、
大
字
杉
に
お
い
て
も
特
徴
的

な
年
中
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
杉
の
日
吉
神
社
で
は
１
月
に「
山
の
神
祭

り
」が
行
わ
れ
ま
す
。「
山や

ま
の
く
ち
ま
つ
り

口
祭
」と
も
称
さ

れ
、
年
初
の
山
入
り
や
、
豊
作
を
祈
願
す
る

予よ

祝し
ゅ
く

儀ぎ

礼れ
い

を
中
心
と
し
た
初
春
の
民
俗
行
事

で
す
。

　
ま
た「
烏か

ら
す
か
ん
じ
ょ
う

勧
請
」と
呼
ば
れ
る
神
事
も
併
せ

て
執と

り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
烏
勧
請
は

烏
が
供
え
物
を
食
べ
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て

収
穫
の
豊
凶
を
占
う
も
の
で
、
町
内
有
数
の

特
徴
的
な
神
事
で
す
。（『
近
江
日
野
の
歴
史

第
六
巻
民
俗
編
』）。

　
他
に
も
、「
シ
ョ
ウ
ラ
イ
立
て
」や「
地
蔵

盆
」な
ど
、
人
々
の
生
活
に
根
差
し
た
年
中

行
事
が
色
濃
く
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

大お
お

屋や

神
社
の「
茅ち

草ぐ
さ

祭ま
つ
り

」

　
杉
・
杣
・
川
原
の
氏
神
で
あ
る
大
屋
神
社

で
は
、
３
大
字
の
合
同
で
７
月
31
日
に「
茅

草
祭
」が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
祭
礼
の
前
日
よ
り
、
神
社
拝
殿
に
お
い
て

「
茅ち

の
輪
」が
作
ら
れ
ま
す
。
こ
の
茅
の
輪
は
、

直
径
が
２・
５
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
も
あ
り
、
芯

と
な
る
竹
に
菅す

げ

を
巻
き
、
さ
ら
に
そ
の
上
か

ら
茅
草
を
巻
い
て
作
ら
れ
ま
す
。
ま
た
併
せ

て
、
茅
草
を
束
ね
た
団う

ち
わ扇
形
の「
草
形
人
形
」

（「
天
狗
の
う
ち
わ
」）が
準
備
さ
れ
ま
す
。

　
祭
礼
当
日
、
本
殿
前
で
の
神
事
が
終
了
す

る
と
、
用
意
し
た
茅
の
輪
を
用
い
た
神
事
が

執
り
行
わ
れ
ま
す
。
代
表
の
７
名
が
、
本
殿

横
に
置
か
れ
た
茅
の
輪
を
取
り
囲
む
よ
う
に

並
び
、
宮
司
の
合
図
に
な
ら
っ
て
内
側
へ
と

入
り
、
草
形
人
形
を
片
手
に「
三
座
め
で
た

や
」と
唱
え
な
が
ら
茅
の
輪
を
高
く
持
ち
上

げ
、
く
ぐ
る
よ
う
に
外
へ
と
出
ま
す
。
こ
の

一
連
の
所
作
を
３
回
繰
り
返
し
、
神
事
が
終

了
と
な
り
ま
す
。

　
す
べ
て
の
神
事
の
後
、
こ
の
大
屋
神
社
に

お
い
て
も
、
茅
の
輪
を
鳥
居
下
へ
と
運
び
、

鳥
居
に
渡
さ
れ
た
竹
へ
と
く
く
り
付
け
、
茅

の
輪
を
立
て
ま
す
。
こ
の
輪
を
く
ぐ
る
と
、

風
邪
を
ひ
か
な
い
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
杉
に
鎮
座
す
る
大
屋
神
社
で
、
杉
・
杣
・

川
原
の
３
大
字
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
る
こ

の
茅
草
祭
は
、
地
域
の
強
い
つ
な
が
り
と
、

人
々
の
無
病
息
災
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
大

切
な
神
事
で
す
。

日
野
歴
史
探
訪

　
私
た
ち
の
住
む
日
野
町
に
は
、
52
の
大
字
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
が
豊
か
な
自
然
と
歴
史
文
化
で
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
温
故
知
新
で
は
、
町
内
各
大
字
の
歴
史
と
代
表
的
な
文
化
財
を
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ
と
館「
旧
山
中
正
吉
邸
」　
☎
0
7
4
8-

5
2-

０
０
０
８

（
大
屋
神
社
の
茅
草
祭
）

（
東
桜
谷
よ
り
望
む
竜
王
山
）

『古典モノ語り』　山本淳子／著　笠間書院
　古典文学を読んでいると、なじみ
が薄かったり、今とは意味が違った
りする「物」が時々出てきます。争い
の舞台になりやすい牛車、言えない
言葉を託した扇など、意味がわかる
とより面白くなる「物」について教え
てくれる１冊です。

■…休館日　　　○…えいが会　　　◇…託児サービス
■…おはなし会　■…おひざでだっこのおはなし会

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日
９月

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日
８月

※行事・サービスは中止する場合があります。
「おはなし会」８月５日（土）、12日（土）、26日（土）10：30～（15分程度）
「おひざでだっこのおはなし会」８月19日（土）11:15～（20分程度）
３歳くらいまでの親子を対象に絵本や手遊び、わらべうたなどをしています。

「えいが会」８月20日（日）14：00～『スパイの妻』2020年／日本（115分）

○子どもえいが会
『映画 すみっコぐらし　青い月夜のまほうのコ』
日時：８月20日（日） 10:30～ （64分）
場所：視聴覚室
○講演会「ネット情報におぼれない学び方
～こんな時代に、なぜ図書館？なぜ読書？？？～」

世の中を飛びかう膨大な情報をどう受け止め学ぶか、ま
た、それにどう読書や図書館を活用するかなどについて、
お話しいただきます。
日時：８月26日（土） 14:00～15:30
場所：視聴覚室
講師： 梅澤貴典さん（司書・大学講師）

著書『ネット情報におぼれない学び方』

15 広報ひの　2023.8


